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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー 修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

スマートエスイービジネス領域における
プログラム拡張の提案

吉岡大輔

システム開発における課題点 手法・ツールの適用による解決

• 本来のシステム開発はビジネスの成功（経
営ゴールと戦略）から始まる

• 一方、システム稼働後に「どれだけ経営
ゴールに貢献出来たか」といったビジネス
の成功と紐付けて評価されることが少ない

• 解決策の1つとして、ゴール思考のGQM + 
Strategiesがある

• 上記をより強化するための具体的なアイ
ディアとして、ConOps (Concept of 
Operations) を紹介する

運用に重点を置いた開発事例 スマートエスイー強化の提案

システムライフサイクルにおけるConOpsの活用

システム開発において、ビジネスコンセプトの設計段階から運用も視野に入れた
開発手法として体系化されたもの（NASAやDoDで実際に使われている）

システムライフサイクル

アイディア / ニーズ システムリリース /
サービス開始

企画 運用
要件 仕様 設計 実装

開発

サービス終了

実際のビジネス価値

システム開発の成功は、
ほぼ開発フェーズまでで評価している

「ConOps」の活用

ConOpsとは？

• 現在のビジネス領域は、上記ライフサイクルの
企画～開発領域の前半部分を中心としている

• ConOpsの概念を取り入れる事で、現行のプログ
ラムが強化され、ビジネスの成功へとつながる

フロント層 予測層データ処理層 機械学習層

予測したい情報を入力
- 期間
- クーポン額
- 対象ショップ
- etc

作成した
モデルで
予測

表示処理

モデル
更新

モデル
再学習

モデ
ル検討

予測結果の提供 予測結果

新規モデルやモデル
精度向上
- 手法検討
- パラメータ調整
- 説明変数検討

Excel Python
Pythonプログラムを

Excelで読込む
予測に必要な
説明変数を提供

実際に利用した値をモデルに取込み

データ
変換

データ
統合

- ストレージ
- DWH
- etc

定期的に分析者の対応が必要な領域

入力情報を
予測で扱える形に変換

• 機械学習モデルを一般社員も容易に扱える様に、
Excelを用いた運用基盤を開発

• 2週間の開発期間で、5億円の利益効果を生み
出せた
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